
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
年
）
に
澁
江
長
伯
ら
一
行
三
十
四
人
が

幕
府
の
命
を
も
っ
て
、
松
前
か
ら
エ
リ
モ
を
通
っ
て
、
厚
岸
ま
で

の
太
平
洋
岸
側
を
百
四
十
二
日
間
か
け
て
、
本
格
的
に
植
物
の
調

査
を
行
っ
た
。
こ
の
と
き
、
澁
江
長
伯
、
土
岐
新
甫
、
谷
元
旦
な

ど
が
、
多
く
の
紀
行
記
、
図
譜
、
植
物
標
本
を
残
し
た
。
こ
の
と

き
の
紀
行
記
、
図
譜
、
写
本
な
ど
に
つ
い
て
は
多
く
の
人
に
よ
り

研
究
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
に
採
集
さ
れ
た
植
物
標
本

に
つ
い
て
は
、
明
治
時
代
、
帝
室
博
物
館
に
あ
っ
た
も
の
を
、
植

物
分
類
学
者
の
牧
野
富
太
郎
博
士
か
ら
、
北
海
道
大
学
の
宮
部
金

吾
博
士
に
渡
さ
れ
、
現
在
、
北
海
道
大
学
農
学
部
図
書
館
に
保
管

さ
れ
て
い
る
が
、
ま
だ
詳
細
な
調
査
は
さ
れ
て
い
な
い
。

宮
部
博
士
は
、
こ
の
標
本
を
裏
打
ち
し
て
、
大
切
に
保
管
し
、

調
査
し
て
い
た
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
発
表
さ
れ
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澁
江
長
伯
が
蝦
夷
地
で
採
集
し
た

植
物
標
本
に
つ
い
て

山
岸
喬

て
い
な
い
。
現
在
、
宮
部
文
庫
と
よ
ば
れ
る
資
料
に
は
、
こ
の
標

本
（
宮
部
博
士
が
新
た
に
書
き
込
ん
だ
ラ
ベ
ル
つ
き
）
、
ノ
ー
ト
類
が
あ

り
、
宮
部
博
士
の
調
査
の
一
部
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
宮
部
博

士
は
生
前
、
こ
の
標
本
の
デ
ー
タ
ー
と
、
谷
元
旦
の
写
生
図
、
『
東

夷
物
産
志
」
と
合
わ
せ
考
え
る
と
、
す
っ
か
り
一
致
し
て
い
る
と
、

述
べ
て
お
り
、
澁
江
長
伯
ら
が
採
集
し
た
植
物
で
あ
る
こ
と
に
、

確
信
を
持
っ
て
い
た
。
。

こ
の
植
物
標
本
は
、
蝦
夷
地
の
も
の
で
、
現
存
す
る
最
も
古
い

と
い
う
骨
董
的
価
値
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
学
術
的
な
価
値
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
ま
ず
、
百
九
十
七
年
前
に
採
集
し
た
同
一
種
の

植
物
が
、
同
じ
地
域
に
現
在
も
野
生
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
二

百
ヶ
所
以
上
の
風
景
画
に
描
か
れ
て
い
る
山
、
川
、
海
は
ど
う
変

化
し
た
か
、
こ
の
二
百
年
間
の
環
境
の
変
化
を
調
べ
る
の
に
、
よ

い
指
標
に
な
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
標
本
に
書
き
込
ま
れ
た
ア
イ
ヌ
語
名
は
、
ア
イ
ヌ
民
族

の
江
戸
時
代
に
お
け
る
植
物
の
呼
び
方
を
知
る
た
め
に
最
も
貴
重

な
も
の
で
あ
る
。
ア
イ
ヌ
語
の
植
物
名
に
つ
い
て
は
、
蝦
夷
地
に

関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
書
物
に
、
よ
く
知
ら
れ
た
代
表
的
な
も
の
だ

け
が
、
散
見
さ
れ
る
が
、
残
念
な
こ
と
に
聞
き
取
り
し
て
い
る
人

(52） 190



今
回
は
こ
の
標
本
を
現
在
の
植
物
分
類
学
か
ら
、
再
度
調
査
し
、

種
名
を
明
ら
か
に
し
、
江
戸
時
代
の
植
物
名
、
宮
部
博
士
の
時
代

能
で
あ
る
。

が
植
物
の
知
識
が
十
分
で
な
く
、
和
名
が
正
確
で
な
い
も
の
が
多

く
、
こ
の
よ
う
に
標
本
が
現
存
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
信
頼
度

は
極
め
て
高
く
、
ア
イ
ヌ
語
研
究
に
と
っ
て
も
最
も
貴
重
な
資
料

で
あ
る
。
ま
た
、
谷
元
旦
の
日
誌
中
に
、
旅
行
中
は
ア
イ
ヌ
の
通

訳
を
連
れ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
ア
イ
ヌ
か
ら
の
聞
き

取
は
し
っ
か
り
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

こ
の
採
薬
使
の
植
物
に
関
す
る
調
査
の
結
果
は
、
谷
元
旦
の
「
蝦

夷
採
薬
草
本
図
』
に
二
百
五
十
四
種
、
土
岐
新
甫
の
「
東
夷
物
産

志
」
に
四
百
八
十
五
種
の
動
植
物
、
鉱
物
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

宮
部
文
庫
に
残
っ
て
い
る
植
物
標
本
は
二
十
二
冊
で
和
綴
じ
に
さ

れ
て
い
る
。
も
と
も
と
の
標
本
は
四
十
二
冊
（
三
十
一
冊
と
も
い
わ

れ
る
）
と
さ
れ
て
い
る
が
、
宮
部
博
士
が
再
装
値
し
た
と
き
に
、
二

十
二
冊
に
な
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
一
冊
に
十
八
種
づ
っ
の
標
本

が
綴
じ
ら
れ
、
各
標
本
ご
と
に
、
採
集
場
所
、
採
集
年
月
日
、
ア

イ
ヌ
語
名
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
部
は
虫
食
い
な

ど
で
欠
落
し
て
い
る
が
、
ほ
ぼ
全
種
類
に
つ
い
て
種
の
同
定
が
可

と
、
現
在
の
植
物
名
を
比
較
し
た
の
で
報
告
す
る
。（

北
見
工
業
大
学
）

TQ1
上、ノ上 (53）


